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日
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月

一

日

九
月

一

日

七
月

一

日

五
月

一

日

二
月

七

日

昭

和
三
十
七
年
十

一
月
二
十
四
日

昭

和
四
十
二
年

四
月

十
四

日

昭

和
四
十
二
年
十

一
月
二
十
三
日

昭

和
四
十
四
年

四
月

一

日

昭

和
四
十
八
年

三
月
三
十

一
日

昭

和
四
十
八
年

四
月

一

日

大
阪
市
東
区
今
橋
三
丁
目

に
生

る

大
阪
府
立
高
津
中
学
校
卒
業

大
阪
府
立
浪
速
高
等
学
校
卒

業

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
支
那
語
支
那
文
学
専
攻
卒
業

願
に
よ
り
文
学
部
副
手

の
嘱
託
を
解
か
る

(外
国
留
学

の
た
め
)

京
都
帝
国
大
学
派
遣
外
務
省
文
化
事
業
部
留
学
生
と
し
て
二
ケ
年
北
京
留
学

兵
庫
県
灘
中
学
校
教
諭

松
山
高
等
商
業
学
校
教
授

松
山
商
科
大
学
教
授
、
兼
ね
て
松
山
経
済
専
門
学
校
教
授

九
州
大
学
助
教
授

(教
養
部
)

九
州
大
学
教
授

文
学
部
講
師
併
任
、
九
州
大
学
大
学
院
授
業
担
当

教
養
部
審
議
会
委
員

(昭
和
三
十

一
年
九
月
三
十
日
ま
で
)

島
根
大
学
文
理
学
部
講
師

(
昭
和
三
十
二
年
九
月
三
十
日
ま

で
)

京
都
大
学
文
学
部
講
師

(昭
和
三
十
七
年
三
月
三
十

一
日
ま

で
)

文
学
博
士
の
学
位
受
領

二
十
年
精
勤
表
彰

佐
賀
大
学
教
養
部
講
師

(昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
)

三
十
年
精
勤
表
彰

九
州
大
学
附
属
図
書
館
教
養
部
分
館
長

三
十
六
年
精
勤
表
彰

停
年
に
よ
り
退
職
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教

授

研

究

業

績

著

書

・

訳

書

北

平
的
中
国
戯

支

那
芝
居
の
話

琵
琶
記

(全
訳
〉
全
四
十
四
幕

(中
国
古
典
文
学
全
集
第
三
十
三
巻
)

日
本
芸
能

の
源
流

拝
月

亭
記

(全
訳
)
全
四
十
幕

(中
国
古
典
文
学
大
系
第
五
十
二
巻
)

論

文

最

近
に
於
け
る
北
箆

の
変
遷

平
戯
考

北

京
に
於
け
る
榔
子
腔
に
つ
い
て

東
京
並
び
に
上
海

に
於
け
る
文
明
戯

に
つ
い
て

諌
姦
培

皮

黄
の
成
立

半

新
半
旧
劇
の
変
遷

春

柳
社
の
黒
奴
循
天
録

瞼

譜
源
流

長

崎

の
中
国
劇

唐

人
踊
に

つ
い
て

瞼

譜
と
隈
取

秋

豊

園

弘

文

堂

平

凡

社

角
川
書

店

平

凡

社

支

那

学

第
十
巻
第

三

号

松
山
高
商
論
集

第

四
号

支

那

学

第
十
巻
第

四

号

松
山
高
商
論
集

第

五

号

中
華
名
家
言
行
録
所
収

弘
文
堂

松
山
商
科
大
学
創
立
記
念
論
文
集

文

学

論

輯

日
本
中
国
学
会
報

東
方
学
論
集

第

一

文

学

論

輯

文

学

論

輯

日
本
中
国
学
会
報

第

一

号

第

五

号

第

二

号

第

三

号

第

七

号

昭
和
十

一
年
十
二
月
十
日

昭
和
十
九
年
三
月
三
十
日

昭
和
三
十
四
年
十

一
月
二
十
六
日

昭
和
四
十
三
年
三
月
三
十

日

昭
和
四
十
五
年
十

一
月
五
日

昭
和
十
六
年

昭
和
十
七
年

昭
和
十
七
年

昭
和
十
八
年

昭
和
二
十
二
年

昭
和

二
十
四
年

昭
和

二
十
七
年

昭
和
二
十
八
年

昭
和
二
十
九
年

昭
和
二
十
九
年

昭
和
三
十
年

昭
和
三
十
年
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梁

山
伯
と
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英
台

南

克
の
変
遷

日

中
軽
業
の
展
相

伎

楽
源
流
考

舞

台

の
馬
に
つ
い
て

角

抵
百
戯
に
つ
い
て

勾

欄
と
勧
進
桟
敷

四

声
猿

中

国
劇
の
脚
色
に
つ
い
て

中

国
の
女
優
に
つ
い
て

北

京
の
劇
場

文
献
通
考
に
見
え
る
唐
代

の
散
楽
百
戯

に
つ
い
て

相
公
に

つ
い
て

明
清

楽

覚

え
書

其

の

一

明
楽

明
清

楽

覚

え
書

其

の
二

清
楽

一

明

請
楽

覚

え
書

其

の
三

清
楽

二

唐

の
擁
儲
戯
と
く
ぐ

つ

侃

偶
戯
の
起
源
と
今
日
の
木
偶
劇

舞

台

の
碁
盤
目
割
り

に
つ
い
て

■
A
囚
国
⊂
ζ
〉

竹

馬
に

つ
い
て
ー
日
本

と
中
国
と
の
=

中
国
劇
の
仮
面

京

劇
俳
優

の
名
前
に

つ
い
て

日

本

に
お
け
る
京
劇

中

国
戯
曲
劇
種

一
覧
稿

中
国
文
芸
座
談
会

ノ
ー
ト
第
五
号

文

学

論

輯

文

学

論

輯

中
国
文
学
報

文

学

論

輯

文

学

論

輯

文

学

論

輯

第

四

号

第

五

号

第

九

冊

第

六

号

第

七

号

第

八

号

中
国

の
名
著

所
収

勤
草
書
房

文

学

論

輯

文

学

論

輯

文

学

論

輯

九
州
中
国
学
会
報

第

九

号

第

十

号

第
十

一
号

第

十

巻

日
加

田
博
士
還
暦
記
念
論
文
集

文

学

論

輯

第
十
二
号

文

学

論

輯

第
十
三
号

文

学

論

輯

第
十
四
号

吉

川
博
士
退
休
記
念
論
文
集
所
収

>
O
■
〉

>
GQ
一
〉
■
一
〇
〉

文

学

論

輯

第
十
五
号

文

学

論

輯

第
十
六
号

ミ

文

学

論

輯

第
十
七
号

文

学

論

輯

第
十
八
号

文

学

論

輯

第
十
九
号

中
国
文
学
論
集

第

四

号

文

学

論

輯

第
二
十
号

昭
和
三
十
年

昭
和
三
十

一
年

昭
和
三
十
二
年

昭
和
三
十
三
年

昭
和
三
十
四
年

昭
和
三
十
五
年

昭
和
三
十
六
年

昭
和
三
十
六
年

昭
和
三
十
七
年

昭
和
三
十
八
年

昭
和
三
十
九
年

昭
和
三
十
九
年

昭
和
三
十
九
年

昭
和
四
十
年

昭
和
四
十

一
年

昭
和
四
十
二
年

昭
和
四
十
三
年

昭
和
四
十
三
年

昭
和
四
十
四
年

H

㊤

①

㊤

昭
和
四
十
五
年

昭
和
四
十
六
年

昭
和
四
十
七
年

昭
和
四
十
八
年

昭
和
四
十
八
年
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浜

さ

ん

の

こ

と

目
加
田

誠

戦
後

、
大

学

の
制
度

が
変
り

、
九

大

に
も
教

養
部

が
設

け
ら

れ

る

こ
と

に
な

り
、
中

国
語

の
教

官

の
鐙
考

を

一
任
さ

れ

て
、
当

時
松

山

に
居

ら

れ

た
浜

さ
ん

と
、
京

都

に
居

ら
れ

た

那
須

さ
ん

と
を

お
迎

え
す

る

こ
と
に
し

た

。
と

こ
ろ

が
急

に
中

国
語

の
教
官

の
定
員

が

二
人

か
ら

一
人

に
削

ら

れ

た

の
で
、

当

時
教

養
部

長

だ

っ
た
干

潟
教

授

に
食

っ
て

か
か

り
、
干
潟

さ

ん
も

頭
を

抱
え

こ
ん

で
、

と
う

と
う
定

員

二
人

に
復
活

し

て
も
ら

い
、
無

事

に

お
二

人
を

迎
え

た
と

い
う

い
き

さ

つ
が
あ

っ
た
。

考

え

て
み

る
と
あ

の
頃

は
、
私

も

若

か

っ
た

し
、

そ
う

し

て
お
迎

え
し

た
先
生

方
も

お
若

か

っ
た
。

そ

れ
か

ら
二

十

何
年

、

こ
ん
ど

浜

さ
ん

が
停
年

退

職
な

さ
る

と

い
う

。
私

は
も

う

退
職

し
て
久

し

い
。

ま

こ
と
に
歳

月

は
馳

け

足

の
如

く

過
ぎ
去

っ
て
ゆ
く

も

の
だ
。

私

が
浜

さ

ん

と
識

り
合

っ
た

の
は
昭

和

十
年
十

一
月

の
頃

、
北

京
留

学
中

の
こ
と

で
、
浜

さ

ん
は
私

よ

り
半

年

く
ら

い
お

そ
く
北

京

に
来

ら

れ

た
。

私

が
京

都

の
小

川
環

樹
さ

ん

と
同

じ
宿

に

い
た
関
係

で
、
京
大

出
身

の
浜

さ

ん
と
も

親
し

く
な

っ
た

の
で
あ

る
。

後

に
私

は
西
城

の
受

壁
胡

同

の
銭
稲

孫
先

生

の
家

に
居

り
、

浜

さ
ん

は
八
道

湾

の
周
作

人
先
生

の
家

に
住
ま
わ

れ

て

お
互

い
に
近

か

っ
た
か
ら

、
始

終
往

き
来

し

て

い
た
。

浜

さ
ん

は
北
京

で
芝

居

を
観

る

の
が

そ

の
研

究

の
上

の
大

事

な
仕
事

だ

っ
た
か
ら

、
実

に
よ
く

戯

場

に
通

わ
れ

た
。

後

に
京

戯

に

つ

い
て
、

写
真

入

り

の
美

し

い
書
物

を

出

さ
れ

た
が

、
そ

れ
は
実

に
楽

し

い
本

で
あ

っ
た
。

浜
さ

ん

は
芝

居

と
来

た
ら

、
中
国

の
芝

居

で
も

日
本

の
歌
舞

伎

で
も
、

し

ん
そ

こ

好

き
な

の
だ
。

そ

の
点

私
も

負

け
ず

に
好

き
な

の

で
ゾ

会
う

と
演

劇

の
話

に
な

る
。

北

京

に
居

た
時

、

大
阪

の
雁
次

郎

が
亡
く

な

っ
た
、

と

い
っ
て
梢
然

と
し

て
訪

ね

て
来

ら

れ

た
浜

さ
ん

の
様

子
が
印

象
深

い
。

し

か
し

、
面

白

い

こ
と
に
浜

さ

ん
は

、
日
本

の
芝

居

で
も
中

国

の
芝

居

で
も

、

い
や
そ

の
ほ

か
何
事

に
ま

れ
、

世

に
第

一
流
と

言
わ

れ
る
も

の
よ
り
も
、

第

二
流

の
も

の

に
深

い
愛
着

を
持

た

れ
る

、
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

そ

の
頃

で
言

え

ば
羽

左

・
梅
幸

・
菊

・
吉

と

い
う

よ

り
も

、
浅

草

の
椴
帳
芝

居

に
心

を

引

か
れ

る
と

い
う

風

で
あ

っ
た
。

こ
の
二
流

好

み
、

は

い

っ
た

い
何

に
基
因
す

る

の
だ
ろ
う
。

歌
舞

伎
座

の
芝

居
よ

り
小
芝

居

の
方

が

コ
ク

が
あ

る
、

と

い
う

見
方

も
あ

る

と
思
う

け

れ

ど
も

、
も

っ
と

肝
要

な
点

は
、
浜

さ
ん

と

い
う

人

は
、
あ

ら

ゆ
る
権

威

ぶ

っ
た
も

の
に
対

し

て
恐
ろ

し
く

反
駁

を
感
ず

る

の
だ

そ
し

て
そ

の
反
駁

は

い
つ
も
皮

肉

と

茶

化
す

こ
と

に
よ

っ
て
現
わ

さ

れ
る
。
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そ
れ

は
浜

さ

ん

の
頭

が
よ
す

ぎ

る

の
と

、
も
う

一
つ
は
、

大
阪

と

い
う
土

地
柄

が
、

江
戸
時

代

以
来

持

っ
て

い
る
特

質

に
通

ず

る
も

の

が
あ

る

の

で
は

な

か
ろ
う

か
。

な

に
し

ろ
浜

さ

ん
は
大

阪

の
町

の
ま

ん
中

に
生

れ
育

っ
た

人
で
あ

る
。

都
会

人
ら

し

い
敏

感

さ

と
気

の
弱
さ

で
、

な
ん

で
も
ち

ょ

っ
と
斜

に
眺

め
て

ほ
く

そ
笑

む
、

と

い
っ
た
と

こ
ろ

が
あ

る
。

浜

さ

ん

の
話

上
手

は

誰
も

知

る
と

こ
ろ

だ
が
、
戦
争

中

、
浜

さ
ん

の
乗

っ
て

い
る
輸

送
船

が
魚

雷

に
追

い
か
け

ら
れ

た
と

き

の
、

ス
リ

ル
に
満

ち
た
話

な

ど
、

な

ん
ど
聞

い
て
も
真

に
せ
ま

る
。

浜
さ

ん

一
流

の
話

術

で
、
聞

く
者

は

ゲ
ラ

ゲ
ラ
笑

い
な
が

ら
、
そ

の
実
す

さ

ま
じ

い
感

動
を
与

え

ら
れ

る

の
だ
。

写
実

の
妙

と

い
う

べ
き

だ

ろ
う

。

浜
さ

ん

は
実

に
即
物

的
な

合

理
主
義

者

で
あ

る
。

そ

の
姿

勢

は
北
京

時
代

の
お
若

い
時

か
ら
今

日
ま

で
少

し
も

変

ら
ぬ
。

浜
さ

ん

の
研
究

は

「
日
本

芸

能

の
源
流

」

と

い
う

大

著

に
な

っ
た

が
、

そ

の
研
究

は
実

に
た

ん
ね

ん
に
、

い
わ

ば
足

を
も

っ
て
蒐

集

し
た

膨
大
な

資
料

の
上

に
築

か

れ
る
。

あ

る
と
き

私

は

「
浜
さ

ん

の
研
究

は

、
ま

る

で
刑
事

が
悪
漢

の
足
ど

り
を
求

め

て
、

ど

こ
ど

こ
ま

で
も

追

い
こ
ん

で
行

く
よ

う

だ
」

と
言

っ
た

こ
と
が
あ

る

が
、

そ

う

い
う
時

の
浜
さ

ん

の
飽
く

こ
と
知

ら

ぬ
、
そ

し

て

い
か

に
も
楽

し

そ
う
な

様
子

と
き

た
ら

、
ま

っ
た
く
真

似

の
で
き

ぬ
も

の
で
あ
る
。

こ
う

し

て
浜

さ

ん

は
、

そ

の
研
究

の
上

か
ら

、
全

く
学

界

に
お

い
て
、

ユ

ニ
ー
ク

な
存

在
と

な
ら

れ
た
。

「
日
本

芸
能

の
源
流

」

は
、
学

界

に
大
き

く
貢
献
し
て

い
る
が
、

出

版
部

数

が
少
な

か

っ
た

の
か

、
今

日
な

か
な

か
手

に
入

れ

に
く

く
、

あ

っ
て
も

恐

ろ
し
く

高
価

な
も

の
に
な

っ
て

い
る
そ
う

で
、
若

い
人

が

こ
ぼ
し

て

い
る

の
を
聞

い
て

い
る
。

こ
の
た

び
停
年

に
な

ら

れ
た

ら
、

今
後

は
、

近
頃

の
大

学
紛
事

の
、
や
り

切

れ
な

い
世

界
か
ら

離
れ

て
、

御
自

分

の
好

き

な
研

究
を

、

ひ
た
す

ら
続
け

て
ゆ
か

れ
る

に
違

い
な

い
。

ま
す

ま
す

御

健
康

を
祈

る
。
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